
262 INTERNET magazine 1999/2

テクニック

コミュニケーター4.5をインストー

ルするときには「カスタム」を選ぼ

う。GIFファイルやJPEGファイル、

HTMLファイルの関連づけをコミュニ

ケーターにするかどうかを選択できる

（図A）。画像ビューアーやHTML作

成ソフトへの関連付けを失うことなく

インストールできる。

また、インストールの際には標準と

カスタムともに、「デスクトップの設

定オプション」画面が現れる（図B）。

IEのスタートページや検索ページの設

定も変わってしまうので、IEを使い

続けたい人はここでチェックをすべて

はずすとよい。

1
裏ワザ

カスタムインストールを選べ！

ナビゲーターをノートパソコンな

ど解像度があまり高くないマシンで

使うときや、デスクトップでもウィ

ンドウの幅をあまり大きくしていな

いときには、ステータスバーに表示

されるリンク先のURLの後半が隠

れてしまい、アドレスが確認できな

いことがある。そうした場合は、ス

テータスバーの右にあるコンポーネ

ントバーをマウスでドラッグしてフ

ローティング状態にすると、表示領

域が広がって、URLの後半が見え

るようになる。

ステータスバーのURL表示を広げろ！

場所ツールバーのアドレス入力欄

の左側にあるマークは、現在のペー

ジのURLを表している。これをマウ

スでドラッグしてデスクトップやフ

ォルダーにドロップすれば、簡

単にインターネットショートカ

ットを作成できる。もちろん、

ナビゲーターのブックマークボタン

に持っていけば、ドラッグ＆ドロッ

プでフォルダーにすばやくURLを登

録できる。

ショートカットをすばやく作れ！

2
裏ワザ

3
裏ワザ

A B

注 意h

ナビゲーターおよび
スマートブラウジング関連のワザ

メッセンジャーおよび
アドレス帳関連のワザ

その他のコンポーネント関連のワザ

ユーザーに新鮮なウェブ体験をもたらすスマートブラウジング機能を搭載したネットスケ
ープコミュニケーター4.5がついに登場した。今までパソコンにプレインストールされて
いたインターネットエクスプローラ（IE）しか使ったことがない人も、これを機会にインス
トールしてみてはいかがだろうか。2つのブラウザーを使いこなし、それぞれのワザを極
めてこそ本当のブラウザー使いといえるだろう。ここでは、IEとの連携のテクニックから
メールソフトの奥義まで、コミュニケーター4.5のワザの数々をお届けしよう。

,Ωsr:\™

※この記事は、ウィンドウズ版のコミ

ュニケーター4.5日本語版を前提に解説し

ている。また、インターネットエクスプロー

ラは、4.0以上を前提としている。

塩田紳二

テクニック

bn•i:\q\4.5
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コミュニケーター4.5からは、終

了時にオンラインモードかオフライ

ンモードかを記憶し、次回の起動時

に同じモードで開始できるようにな

った。これは、「編集」メニューか

ら「設定」を選ぶと表示される設

定画面の「オフライン」で設定す

る。ここで「前回の状態で起動す

る」を選んでおこう（図A）。ノー

トパソコンなどでインターネットに

接続していない状態でナビゲーター

を起動しても、いきなりホームペー

ジを見にいくことがなくなり、すば

やい起動が可能になる。終了前に

オフラインにするには、ナビゲータ

ーのステータスバーの左から2つ目

のマークをクリックする（図B）。

なお、終了のたびにオフラインに

するのが面倒な場合には、設

定画面で「起動時に尋ねる」

を選んでおけば、毎回起動

時にオンラインかオフライン

かを指定することもできる。

スマートブラウジングを細かく
設定せよ！

スマートブラウジングの設定を細

かく行えば、モデムなどの利用効率

を上げられる。設定画面の「Navi

gator」→「Smart Browsing」を

表示させる。「"関連サイト"情報の

自動読み込み」を「最初に使用した

後」とすれば、「関連サイト」ボタ

ンを一度押すまで関

連サイト情報の自動

読み込みは行われな

い。また、その下の

テキストボックスに自

分のホームページやよ

く利用するポータル

サイトや、検索サイトなど、関連サ

イト情報を表示する必要のないペー

ジのアドレスを登録できる。登録し

たページへ行っても、関連サイト情

報の読み込みが行われなくなる。こ

うした設定をすれば、ムダな通信を

減らすことができる。

常に最新版をチェックせよ！

コミュニケーターのインストール

プログラムは、ネットスケープ社の

FTPサイトに置かれている。実際に

は、公式発表の何日も前から最新

版のファイルが置かれていることも

ある。ここを毎日チェックしていれ

ば、だれよりも早く最新版をゲット

できるかもしれないぞ。

jftp://ftp.netscape.com/pub/

communicator/

コミュニケーターには、オンライ

ンヘルプが付属しているが、詳細な

リファレンス情報はネットスケ

ープ社のサイトにある。このリ

ファレンス情報には、「ヘルプ」

メニューから「リファレンスラ

イブラリ」を選べば参照できる（現

在、英語の文書のみ）。

6
裏ワザ

4
裏ワザ

5
裏ワザ

7
裏ワザ

オフラインモードを有効活用せよ！

リファレンスを調べろ！

A

B

illustration: NANKIN
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9
裏ワザ

インターネットキーワードのオプションを使え！

インターネットキーワードをアド

レス欄に入力する際には、3つの追

加オプション（keyverbs）を指定で

きる。「goto apple」のように「goto」

を付けると、必ずインターネットキ

ーワード機能を使うことを指定する

ことになる。プロキシーサーバーを

使っている環境でエラーが出る場合

に指定するとよい。「s e a r c h

impress」のように「search」を付

けると、必ず検索サイト（日本語版

ではinfoseek Japan）で探すことを

指定できる。「help javascript」の

ように「help」を付けると、ネットス

ケープ社のサポートサイトでヘルプ

情報を検索する。

コミュニケーターを通常使うWWW

ブラウザーにしていても、マイクロソ

フトのページを閲覧する場合や、ワー

ドやエクセルなどと連携させる場合な

どにIEを使うほうがよいこともある。

IEを併用する頻度が高い場合は、ど

ちらのブラウザーも起動時に「通常使

うブラウザーにするかどうか」をたず

ねるダイアログが開く設定にしておく

とよい。IEでは、「インターネットオ

プション」の「プログラム」タブにあ

る「Internet Explorerの起動時に、

通常使うブラウザを確認する」をオン

にしておく（図A）。

コミュニケーターでは、ウィンドウ

ズのファイル検索機能で“prefs.js”

ファイルを探し（図B）、メモ帳など

で開いて、「user_prof("browser.

wfe.ignore_def_check",true);」と

いう行を削除し、上書き保存する

（図C）。これで、どちらのブラウザー

も起動時に通常使うブラウザーにする

かどうかを聞いてくるようになる。

8
裏ワザ

IEとネットスケープを使い分けろ！

10
裏ワザ

スマートブラウジング機能をURLで呼び出せ！

スマートブラウジング機能のうち、

「関連サイト」と「インターネット

キーワード」は、ネットスケープ社

のサーバーにキーワードや関連サイ

トをURLの形で問い合わせてその結

果を取得することで機能

している。そこで、ちょ

っとめんどうだが、この

問い合わせ用のURLを

直接指定すればIEなど

他のソフトでも同等の機

能が利用できる。

関連サイトは、対象と

なるサイトのUR L を「www .

impress.co.jp」とすると、下記の

AのようにURLを指定する。

インターネットキーワードは、キ

ーワードを「internet」とすれば、

BのようにURLを指定する。

これらのURLで得られる情報は、

アクセスするたびに常に最新のもの

となっているので、自分のデスクト

ップにインターネットショートカッ

トを置いたり、ホームページにリン

クとして埋め込むといった応用もで

きる。

A   http://cgi.netscape.com/cgi-bin/rlcgi.cgi?
URL= www.impress.co.jp

B http://keyword.netscape.com/keyword/internet

A

B

C

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1999/2 265

素早く領域を広げろ！

コミュニケーター4.5の電子メー

ルソフト「メッセンジャー」は、フ

ォルダーリスト、メッセージリスト、

プレビュー領域の3つのペーンに分

かれているが、それぞれを区切る部

分の中心にある短いバーをクリック

すると、フォルダーリ

ストやプレビュー領域

の表示と非表示を簡

単に切り替えられる。

14
裏ワザ

HTMLメールを送るな！

メッセンジャーではこれまでのバ

ージョンでも、設定をきちんとして

おけばHTMLメールを出さないよう

にできたが、4.5ではもっと確実に

テキストのみのメッセージが作成で

きるようになった。設定画面の「メ

ールとグループ」→

「書式」で「メッセー

ジの作成にテキストエディタを使用

する」を選ぶ。これで、メッセージ

作成ウィンドウではHTML用のツー

ルが利用できなくなり、だれに送信

する場合でも、テキスト形式のメッ

セージが作成できる。

下記のURLからIE用のランゲージ

モジュールをダウンロードしてインス

トールすると、ナビゲーターからも韓

国語の表示ができるようになる。ウィ

ンドウズ98のWindows Updateを使

って、「Global IME for Korean with

Lanuage Pack」をインストールして

もよい。

設定画面の「表示」→「フォント」

で「文字コードセット」

から「韓国語」を選び、

「プロポーショナルフォン

ト」と「固定ピッチフォ

ント」に「Gulim Che」

を割り当てる。なお同

様の方法で中国語にも

対応できる。

11
裏ワザ

韓国語を表示せよ！

13
裏ワザ

jhttp://www.microsoft.com/msdownload/iebuild/ime5_win
32/en/ime5_win32.htm

コミュニケーターを通常使うブラ

ウザーにしていると、デスクトップ

のIEのアイコンがちょっと目障りだ。

この場合、2つの方法でIEのアイコ

ンを表示させないようにできる。1

つは、IEの「インターネットオプシ

ョン」の「詳細設定」タブで

「Internet Explorerをデスクトップ

に表示」のチェックをはずしてウィ

ンドウズを再起動する方法だ。

もう1つは、Tweak UI（ウィン

ドウズ98では、インストールCD-

ROMに付属、95版はマイクロソフ

トのサイト h t t p : / / w w w .

microsoft.com/windows95/の

「Downloads」から取得）を使っ

て、デスクトップアイコンを個別に

オンオフする方法だ。

12
裏ワザ

デスクトップからIEを消せ！
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送信メールを管理せよ！

複数のプロバイダーを使い、さら

にデスクトップパソコンやノートパ

ソコンなどでメールを送受信すると、

送信したメールの控えがあちこちに

残ってしまうことになる。このよう

な場合は、送信メールに、BCCで

メインとなるメールアドレ

スを指定しておき、受信メ

ールとして自分の送信した

メッセージを扱うようにす

ると、控えをすべてのマシ

ンに保存しておけるように

なる。コミュニケーターを

インストールしたすべての

環境で、設定画面の「メ

ールとグループ」→「コピーとフォ

ルダ」で「メールメッセージを送信

するとき」の下の「BCC他のアド

レス」にメインとして使っている自

分のメールアドレスを指定しておく

とよい。

終了時の処理を指定せよ！

コミュニケーター4.5からは、メ

ールが相手サーバーに到着したこと

を知らせる「配送確認」とメッセー

ジが開かれたことを知らせる「既読

確認」の機能が付いた（設定画面

の「メールとグループ」→「受信確

認」）。しかし、配送確認はサーバ

ーの機能に依存し、

宛先アドレスによっては大量のメー

ルを発生させてしまう危険があるた

めにチェックしないほうがよい。ま

た、受信確認はメッセンジャー独自

の機能で、送信する相手もメッセン

ジャーを使っていないと確認が行え

ない。

17
裏ワザ

15
裏ワザ

16
裏ワザ

受信確認に注意せよ！

設定画面の「オフライン」にある

「Communicatorを終了するとき」

の「メッセージを同期するかどうか

尋ねる」をチェックしておくと（図

A）、メッセンジャーを終了するとき

に「同期を取りますか？」と質問

してくる。ここで「はい」を選ぶと、

ニュースグループの同期やメッセー

ジフォルダーの同期（IMAP4利用

時）、未送信メールの送信を指定し

する画面が現れる。ここで「同期を

取る」を押せばよい（図B）。

アドレス帳に「表示名」を登録せよ！

18
裏ワザ

いままでのコミュニケーターのア

ドレス帳では、登録したカードを使

ってメールを作成すると、「宛先」

欄には「姓」と「名」、電子メール

アドレスを組み合わせて

"名姓"<メールアドレス>

という形で書き

込まれた。このた

め、アドレス帳を

実用的に使おう

とすると、宛て先に必ず日本語が入

ってしまった。4.5からは、新たに

「表示名」という項目が追加され、

アドレス帳を使ってメールを作成す

ると、

"表示名"<メールアドレス>

という形で書き込まれるようにな

った。宛て先に日本語を使いたくな

い場合は、表示名にローマ字表記

を入れておけばよい。

B

A
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19
裏ワザ

メッセンジャーの「宛先」入力欄

では、宛先の自動補完は「姓」と

「名」、「表示名」、「ニックネーム」、

「メールアドレス」に登録されてい

る文字列を使って行われる。つまり、

このどれかに引っかかる文字を入れ

れば、自動補完ができるわけだ。ア

ドレス帳に登録するときには、なる

べくこれらの項目をすべて埋めるよ

うにしておこう。また、このときの

優先度は、「表示名」、「姓」、「電

子メールアドレス」、「ニックネーム」

の順となる。
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宛て先の補完は、通常の状態で

はニックネームの優先度が低い。し

かし、ニックネームを最優先にした

い場合には、ウィンドウズの検索機

能で「prefs.js」ファイルを探し、

メモ帳などで開いて下記の行を追加

し、上書き保存する。

prefs.jsは、コミュニケーターの

設定を保存してあるファイルであり、

編集時には他の部分を壊さないよう

に注意する必要がある。

20
裏ワザ

アドレス帳を複数作れ！

コミュニケーター4.5では、アドレ

ス帳を複数持てるようになった。た

だし、宛て先自動補完の対象とな

るのは最初の15個だけだ。アドレ

ス帳を分けることで、仕事用とプラ

イベート用などに分割して管理でき

る。アドレス帳を分けても補完機能

は同じように働く。

22
裏ワザ

宛て先自動補完を
カスタマイズせよ！

21
裏ワザ

コミュニケーター4.5から、アド

レス帳による宛て先の自動補完の際

の検索方法が変更になった。これま

では、アドレス帳とLDAPサーバー

のどちらか一方しか検索できなかっ

たが、4.5からは設定画面の「メー

ルとグループ」→「アドレス」

で検索対象を個人用アドレス帳

と特定のLDAPサーバーの両方

またはどちらか一方にするか選

べるようになった（図の1）。

「入力したアドレスを使用する」

をチェックすれば、複数の候補

が見つかった場合でも一覧表示

を省略してそのまま入力を続け

ることができる（図の2）。ま

た、アドレス帳とLDAPサーバーの

両方を使う場合は、「そのアドレス

を使い、ディレクトリは検索しない」

をチェックすれば、アドレス帳のデ

ータを優先させることもできる（図

の3）。

宛て先の自動補完を強化せよ！

ニックネームを優先させろ！

1

2

3

user_pref("ldap_2.autoComplete.nicknameHasPrecedence", true);
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SmartUpdateのページにあるア

ドオンユーティリティー「LinkSync」

は、常駐してIEのお気に入りとネッ

トスケープのブックマークを同期さ

せるソフトだ。ただし、現在提供さ

れているの

は英語版で、

2バイト文字

と1バイト文

字が混在し

ているブッ

クマークが

勝手にフォ

ルダーになってしまう場合がある。

日本語版と併用する場合には、ブ

ックマークファイルを別にバックア

ップしておいてから起動しよう。

LinkSyncの起動中は、ブックマー

クとお気に入りのどちらかが変更さ

れたり追加されたりすると、他方も

変更される。あまりにブックマーク

の変更が激しい場合には、かえって

わかりにくくなるのでLinkSyncの

使用をやめ、ブックマークファイル

をバックアップしていたものに戻す

とよい。

26
裏ワザ

IEとナビゲーターの
ブックマークをリンクせよ！

メニューの「ヘルプ」から「ソフ

トウェアアップデート」を選べばネ

ットスケープ社のSmartUpdateの

ページにジャンプする。ここにはい

ろいろな追加モジュールが登録され

ている。プラグインだけでなく、コ

ミュニケーターと同時に使うユーテ

ィリティーなどもあり、簡単にダウ

ンロードしてインストールできる

（ただしNetcenterへのメンバー登

録が必要）。たまには、ここをのぞ

いてみよう。

25
裏ワザ

SmartUpdateで
アドインをゲットせよ！

アドレス帳の項目が充実したのも

コミュニケーター4.5の特徴の1つ。

ポケベルや携帯電話の番号が登録で

きるので、個人情報管理ツールとし

ての実用性もかなり高くなった。

24
裏ワザ

アドレス帳に携帯電話を登録せよ！

アドレス帳は、アウトルックやア

ウトルックエクスプレス、Eudora

Proといった他のメールソフトや

CSVファイルからインポートできる。

アドレス帳を開き、「ファイル」メ

ニューの「インポート」を選択する。

表示された画面でソフト名やファイ

ル形式を選択する。CSVファイル

の場合はファイル名を指定する。ま

た、すでに登録されたアドレス帳の

内容は、「ファイル」メニューの

「エクスポート」を選んでCSVフ

ァイルとしてエクスポートできる。

23
裏ワザ

アドレス帳をインポートせよ！

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1999/2 269

IEには、現在開いているページを

編集するためのボタンが用意されて

いる。これは、最後にインストール

されたHTML編集ソフトが有効とな

る。すでにIEがインストールしてあ

る環境にコミュニケーターをインス

トールすれば、編集ボタンからコン

ポーザーが起動できるようになる。

28
裏ワザ

98年12月11日現在、コミュニ

ケ ー タ ー 日 本 語 版 に は

Professional版がなく、スケジュー

ル機能を持つカレンダーは利用でき

ない。しかし、英語のProfessional

版からカレンダーだけを取り出して

インストールすることはできる。英

語のProfessional版をダウンロー

ドし、カスタムインストールでカレ

ンダーだけ選択すれば（PalmPilot

を使っているなら「Calendar Palm

Sync」も選択するとよい）、ナビゲ

ーターは日本語版のままでカレンダ

ーを使えるようになる。ただし、英

語版ではフォントが英語のものなの

で日本語の表示が正しくできない。

30
裏ワザ

カレンダーを使え！

IEでメールアドレスのリンクをク

リックしたときにメッセンジャーを

起動させたい場合は、IEが動作し

ている環境にあとから

コミュニケーターをイ

ンストールする。イン

ストールしたら、IEの

「編集」メニューから

「インターネットオプシ

ョン」を選び、「プロ

グラム」タブでメール用のプログラ

ムとして「NetscapeMessanger」

を選択する。

27
裏ワザ

IEからコンポーザーを使え！

IEからメッセンジャーを使え！

コミュニケーター4.5には、アド

レス帳と3Com社のPilotシリーズ

のアドレス帳を同期させるソフト

「Address Book Palm Sync」が付

属している。標準のインストールで

は、モジュールだけがコピーされ、

インストールは行われないため、ス

タートメニューの「プログラム」→

「Netscape Communicator」→

「 Palm Tools」から「Address

Book Palm Syncインストール」を

選んでインストールする。ただし、

この時点でPilotシリーズに付属し

ている「Palm Pilot Desktop」が

インストールされている必要がある。

なお、現在英語版のみに付属す

る「カレンダー」には、スケジュー

ル帳を同期させる「Ca lenda r

Palm Sync」が含まれている。

29
裏ワザ

PalmPilotと連携せよ！
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